
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「いいことはおかげさま、わるいことは身から出たさび」は相田みつを氏の言葉です。ここまで謙虚

になるのは大変ですが、一歩でも近づきたいものです。 

 江戸時代に日本を訪れた外国人の多くが、日本人の礼儀の正しさ、誠実で親切であること、誰もが学

ぶ意欲をもって教養があることなどを本国への手紙や書物にして、驚き、敬意を表していたと聞きます。

もちろん、多くの日本人は、今もそうではあると思いますが、そうでない人が増えてきていると感じる

こともまた事実だと思います。 

 今年度も残り２か月となりました。毎日のせわしない生活の中で、心が疲弊し、悩みや苦しみなどが

積み重なって、時には怠け心が頭をもたげたり、悪い考えが浮かんだり、卑怯な気持ちがよぎったりし

そうになります。それらが取り返しのつかないぐらいに積み重ならないように、心の塵やほこりを払っ

て、いいことがあったら、それは周りの人のおかげ、悪いことがあったとしたらそれは自分に大部分の

原因があったからというくらいに、相田みつを氏のように考えて、気持ちを切り替えて新年度を迎えた

いものです。 

 

 1月 26日（金）には前日までの降雪と強風により実施も危ぶまれましたが、何とかスケート記録会を

行うことができました。これまで造成・維持管理をしてくださった造成委員の皆様、除雪を行ってくれ

た保護者の皆様、当日子どもたちに惜しみない声援と拍手を送ってくれた保護者の皆様、コンディショ

ンが若干よくなかったものの「おかげさま」で、子供たちは最後まで元気いっぱい滑り切り、練習の成

果を出すことができました。 

 2月 6日（火）には、新得山スキー場でスキー学習が行われました。この日は、快晴無風で絶好のス

キー日和となり、子供たちの笑顔をたくさん見ることができました。PTA体育部の美保さん、中川さん、

小玉さん、PTA 施設部の早瀬さんのご協力もあり、「おかげさま」でけがもなく無事に終えることがで

きました。当日までたくさんの皆様にご協力いただきました。ありがとうございました。 

個性豊かに、たくましく生きる 

子供の育成 

○自ら学び表現する子 

○友だちと仲よくする子 

○進んで身体をきたえる子 

○ふるさとを愛する子 
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 2月 20日（火）に、令和６年度前期児童会役員選挙が行われました。５名の立候補者が東士狩小学校

をより良くするためにと、立派に演説する姿が見られました。投票に参加した 6 年生も演説を聞いて、

「安心して児童会をバトンタッチできる」という声もあり、春からの活動が楽しみです。 

さて、児童会活動は子供たちが主体的に活動し、学校生活がより良く、豊かになることが目的です。

当選した児童会役員だけが頑張るのではなく、当選者は全校児童のために（選ばれた責任）、全校児童も

当選者を支えるために（選んだ責任）、全校児童で「みんなが幸せになれる東士狩小学校」を創ってほし

いと思います。 

 昨年 12 月にご出産された学校司書の恩田晶子さん（現在育児休業

中）に代わり、1月 31日より月に 2回程ではありますが、加藤しほさ

んが来校し、読み聞かせや図書室業務を行っています。 

現在はほかの学校からの派遣になりますので、半日の勤務になりま

すが、今後も引き続きお世話になります。 

 

2023.01.21         2023.02.18

第 63回北海道ハンドボール選手権大会  第 62回全十勝学校書道書初展覧会 

第 19回道産子ハンドボール大会   左）菅原有希菜 特選 STV 帯広放送局長賞 

第 3位 音更ハンドボールクラブ（柴田歩）    右）細木 咲希 特選 北海道新聞社帯広支社賞 

学校での教育活動はもちろん、学校外で頑張る東士狩っ子を紹介します。頑張る姿を学校にもお知らせ

ください。その際には、賞状を校長室まで持ってきてください。写真とともに掲載したいと考えていま

す。よろしくお願いいたします。 

前期児童会役員選挙  2 月２0 日 

学校司書 加藤しほさん の紹介 


